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　この度、日本先制医療臨床医学会様のご協力の元、第 1 回国際未来医療臨床医学会を開催する運びとなり
ました。
再生医療、ゲノム医療、免疫療法、mRNA ワクチン、IoT、AI の導入など、新しい技術と知識の流入と共に私達
を取り巻く医療環境も大きく変わろうとしています。まさに「治療医学」から「予防医学」へと生まれ変わる
パラダイムシフトが目の前までやってきています。20 世紀には現代医療から統合医療への扉が開かれ、多
くの慢性疾患の治療成績が格段に上がりました。そして 21 世紀現在、予防・先制医療を中心に、アンチエ
イジング、ピンピンコロリ社会を目指す未来医療への扉が開かれようとしています。
2021 年に始まった COVID-19 パンデミックは、人類社会に大きな影を落とす一方で、PCR 検査、mRNA ワ
クチンなど先進技術の飛躍的進歩をもたらしました。さらには、ステイホームで普及したオンラインゲーム
機の GPU（Graphics Processing Unit）は、図らずも生成系 AI の心臓としてその演算処理速度を飛躍的に高
めました。

　昨年、世に出された Chat GPT を始め、今年発表された Sora による動画作成生成系 AI は、今後のデータ
処理や学会発表などのプレゼンテーションに大きな変革をももたらすことでしょう。これからの医療従事
者は、従来の医療技術の習得はもちろんのこと、再生医療、ゲノム医療、mRNA ワクチン、IoT、AI、そして
Big-Data の取り扱いにも精通しなければなりません。人類が百数十年かけて構築してきた診断学・治療学
は、数年のうちに AI にとって変わられるかもしれません、そして人類はよりクリエイティブかつ未知な領
域の医療技術の開拓に従事しなければなりません。今回の学術集会では、「私の未来医療」と題してシンポジ
ウムを企画いたしました。先進的医療に取り組む３名の先生に御登壇いただき、それぞれの未来医療につい
て、ご発表いただきます。

　本学術集会には、従来の学会の枠にとらわれず、世界水準の未来医療を臨床に取り入れて up to date に
進化していく、そのような志の高い多くの先生のご参加をお待ちしています。

　第 7 回日本先制臨床医学会（JSPCM）と第 1 回国際未来医療臨床医学会（SIFCM）の共同開催による国内外
初の国際学会が本邦：首都・東京で開催できることは、大変名誉なことであり、これを契機に益々の先制・
統合医療・未来医療が世界的にも益々、発展して頂けると幸いだと思っている次第です。
JSPCM は、当初の創設プランから、約 8 年間を費やし、徐々に会員数を増加し、第 7 回目をお陰様で無事且
つ盛会裡に迎えることができ、会員の皆様ならびに関連企業・関連医療従事者各位には、心より感謝申し上
げます。一方、SIFCM は、CES(2023 年 1 月開催のラスベガスでの未来医療展示ブースでの動画を契機に構
想約 1 年目を迎え、そのプレナリ－コングレスとして、2023 年 6 月 25 日（京都みやこメッセ）にて、国際シ
ンポジウムを開催し、非常に良い手応えを感じて（満員御礼）、本日まで継続中の創設したばかりの国際学会
でもあります。この 2 つの学会がコラボすることにより、更に、先制・統合・未来医療が飛躍・進展するも
のと信じ、期待している訳です。恐らくは、これまでの学会には見られなかった学術的内容（サイエンス）・
技術（含、AI/ROBOT 医療）・人間性（アート）の融合が体験できるものと思われます。しかし、これらの内容
をより、充実的且つ現実的な内容にするには、未来医療を担う未来医療医師育成も必須と考えられます。
これらの全てを網羅した実り多き内容を盛り沢山準備し、皆様を飽きさせない学会を目指す様に工夫を凝
らしてありますので、是非ともご参加頂き、ご忌憚無きご意見・コメントを頂ければ幸甚に存じます。

　末筆となりましたが、2023 年５月８日以降、新型コロナ感染症が５類から２類に緩和され、各種分野での
イベント等を含む社会・医療活動がコロナ禍以前の状況に回復しつつありますが、現実的には、現在もコロ
ナ禍およびインフルエンザの同時流行の最中であることを鑑み、感染対策には十分な配慮をしつつ、大崎ブ
ライトコアホール（東京）との連携強化の下、開催したいと思いますので、各自も十分に感染予防対策をした
上で、ご参加賜りますよう何卒、宜しくお願い申し上げます。

　最後に、本学会・会員の皆様・関連各位の今後益々のご健康・ご多幸・ご健勝を祈念して、大会長の挨拶
とさせて頂きます。
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